別添１

指定整備記録簿の記載要領について

〔自整第　６７号　平成７年３月27日〕

改正〔自整第２０６号　平成８年11月８日〕

改正〔自技第２３２号　平成10年11月19日〕

改正〔自整第２３２号　平成10年11月19日〕

（略）

記

１．「点検及び整備の概要等」の欄の記載については、指定自動車整備事業規則（以下「規則」という。）第６条第１項各号に掲げる点検の結果、点検の結果必要となった整備の概要及び交換した部品を記載すること。

この場合、当該自動車の点検整備記録簿の写しを記録簿に確実に貼付することをもって、記載に替えることも差し支えないこととする。

２．「自動車検査証、抹消登録証明書又は自動車検査証返納証明書の記載事項との照合」の欄（規則第４号様式にあっては、「自動車検査証又は自動車検査証返納証明書の記載事項との照合」の欄。以下同じ。）については、自動車検査員が自動車の構造に関する検査に加え、規則第7条第２項の規定による自動車検査証の記載事項又は構造等に関する事項と現車との照合を行ったうえで、当該自動車の諸元等を記載すること。

３．「検査機器等による検査」の欄については、検査用機械器具等を用いて行う検査の結果を記載すること。

４．「目視等による検査」の欄については、目視、ハンマ等を用いて行う検査結果を記載すること。

５．道路運送車両法第９４条の５第２項後段の規定により自動車検査員が点検及び検査を行う場合においては、以下のように記載すること。

（１）「点検及び整備の概要等」の欄については、記１．によること。

（２）「自動車検査証、抹消登録証明書又は自動車検査証返納証明書の記載事項との照合」の欄については、自動車検査員が自動車の構造に関する点検に加え、規則第７条第２項の規定による自動車検査証の記載事項又は構造等に関する事項と現車との照合を行ったうえで、当該自動車の諸元等と記載すること。

（３）「検査機器等による検査」の欄については、検査用機械器具等を用いて行う点検の結果を記載すること。また、整備を実施した場合であって、検査用機械器具等を用いて検査したときにあっては、その結果を記載すること。

（４）「目視等による検査」の欄については、規則第６条第１項各号の点検により保安基準適合性が判断されなかった部分についての検査の結果及び整備に係る部分についての検査の結果を含め、各装置に関して目視、ハンマ等により行うものについて総合的に判断し、その結果を記載すること。

６．第２項から第５項（（１）を除く。）について、道路運送車両法第94条の５第２項の点検及び検査を複数の自動車検査員が分担して行った場合には、記録簿にそれぞれ自動車検査員の作業分担及び検査の年月日を記載すること。
